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聖書のことば 

「神はそのひとり子をお与えになったほどに、世を愛された。ひとり子を信じる者が一人も

滅びないで永遠の命を得るためである」       ヨハネによる福音書 3章 16 節 

 

 今週もみなさんに会えなくて、とても残念ですが、引き続きユーチューブで礼拝をお届けします。今日

は、5 月 10日と 17 日のお話を手紙で送りますので、ユーチューブを見なかった人も、これを読んで神様の

ことばに触れていただけるとうれしいです。 

 

 お知らせするのが遅くなりましたが、今年の 4 月から『教会学校』という名前を『CS』（Church School

の略）に変更しました。また、クラスの名前と編成も変わりました。各クラスの紹介を載せます。あなた

は何クラスかな？ 

 

＜ナルド＞ 

対象：小学校２年生～小学校５年生 

内容：当日の聖書のお話を、毎週教材を使って理解を深めます。 

教会のクリスマスや・イースターイベントにも、歌や劇等で参加します。 

その準備もとっても楽しい時間です。 

＜オリーブ＞ 

対象：小学校６年生～中学生～高校生 

内容：その日の説教について、一緒に考えたり、日頃考えていることを話し合ったりします。讃美歌

は、なじみやすい、ポップなブレイズソングも取り入れて楽しく賛美をします。 

高校生には、10：30 からの主日礼拝への出席も、勧めます。 

 

 5 月 24 日、31 日も、ユーチューブでライブ配信しますので、見ることができる人は、一緒に礼拝しまし

ょう。後でお便りも送ります。 

みなさんの上に、神様のお守りと祝福がありますように祈っています。そして、また、逗子教会で一緒

に礼拝できる日を、楽しみにしています。 

 

＊逗子教会 CS についてのお問い合わせはこちらへどうぞ！ 

電話：046-873-8724  ファックス:046-854-7712 メール：cs＠zushikyokai.holy.jp 

 

 

2020.5.10 CS 説教『アナニアとサフィラへの叱責』 

              新約聖書：使徒言行録 4章 31 節～ 5 章 11 節（220 ページ） 

              こどもさんびか：130『いつくしみふかい』 

 

【アナニアとサフィラへの叱責】  

  

イエス様が甦った 50 日後の日をペンテコステ(聖霊降臨日)といいます。この日にイエス 様のお弟 

  子さんたちに天から聖霊が注がれました。聖霊が注がれるとお弟子さんたちには、神様の力がみなぎ 

りそれまで以上に、イエス様の事を町の人たちに力強く伝えました。  

このお弟子さんたちのイエス様の事を知らない人に教えるという行動から「教会」が始まります。 

そして今日の聖書では、「教会」が始まって間もない頃のお話です。たぶんその頃の教会は、逗子教会 

のような礼拝堂も聖書、讃美歌もなく、現在とは違っていたと思います。  

今日の聖書には、今から 2 千年近く前のユダヤの教会に集まった人達の交わりが書かれています。  

教会に集まっている人には、一人も貧しい人がいなかったという言葉が印象的です。これは教会に集 

まった人たちがみんなお金持ちで裕福だったということではありません。 

当時のユダヤはローマ帝国に支配されていたので、ここで言われる貧しい人とは、日々の生活に困る

人、つまり毎日食べるものもない貧しい人と考えられます。教会には日々の生活に困る人はいなかっ 

たということです。これは、教会の中で、自分の持つ畑を売ってお金に換えて献金し、その献金をみ

んなで分け合い、助け合って生活していたからです。教会に集っていた人々は思いを一つにして、神

様が備えられた物を単に自分一人のためだけに使うのではなく、それを必要としている教会と教会に

集っていた人々に献げていました。  

  

そのような教会に集まる人たちの中に、「アナニアとサフィラ」の夫婦がいました。この夫婦も、教 

  会の仲間です。他の人たちに同じように、自分の土地を売り、それを教会に捧げようとしました。  

しかし、いざ土地を売って大金を手にすると、お金を惜しむ気持ちが出たようです。そこで夫婦は、

一部を自分たちのためにとっておくことにして、自分の土地を売った全てのお金ですと嘘をつきまし

た。この嘘により、神様のさばきでこの夫婦は死んでしまいます。  

私は、このお話しを読む度に、こんな厳しい神様に、果たして自分は神様の前で正直でいられるの

かと考えます。 

日常生活の中では、神様がなかなか信じられなくなることがあります。そういうときに、 

「神様、いつもあなたを信じています」と祈るとどうでしょう？ 

神様を信じられなくなっている時に、信じていますと祈ることは、神様に対して嘘をつくことになり 

ます。 

もしかしたら、お金がなくて献金ができないこともあるかもしれません。そんなときは献金ができな 

くて、とても心配になります。  

今日の聖書を良く読むと、神様が信じられない時は、正直に 

「神様、あなたが信じられません。信じる力を与えてください。」と祈ればいいし、 

献金ができない時は、 

「神様、あなたにお捧げする献金がありません。助けて下さい」と祈ればいいとわかります。 

神様に正直に祈れば、神様が神様を信じる信仰を与えてくださいますし、献金ができる方法を教えて  



くださいます。  

神様の前に正直であることは、それほど難しくないかもしれません。  

神様の前で、正直な人間であれば、神様は私たちを愛してくださいます。  

少し厳しいお話ですが、こう考えると安心しませんか？今日のお話は以上です。  

  

お祈り 

神様、日曜日の朝、礼拝の時を感謝します。 

聖書から最初の教会の人々の姿から信仰について知ることができました。 

自分の明日を支えてくださるのは神様であると言うこと信じ、神様の前で正直であるように 

私達をお導きください。 

主イエス・キリストの御名によって祈ります。アーメン。 

＜渡辺 信＞ 

 

 

 

20.5.17 CS説教『教会で、いちばん大切なこと』 

              新約聖書：使徒言行録 6章 1～7 節（223 ページ） 

              こどもさんびか：131『かなしいことがあっても』 

  

 【教会でいちばん大切なこと】 

                            

  今は、これまで、当たり前に出来ていたこと、毎日幼稚園や学校へ行くこと、日曜日に教会へ行く

ことが、できなくなっています。でも、今日も、このような形で礼拝を捧げることができ、とてもうれ

しく思います。 

 さて、今日のこの礼拝を捧げるために、逗子教会でどんな御用をしている人がいるか、わかりますか？

今、みなさんに見えるのは、私だけです。私は、神様のお話をする、という御用をしています。ほか

に、オルガンを弾いている人、ユーチューブの操作をしている人、聖書箇所や讃美歌の歌詞を壁に映

し出す人、照明やマイクの具合を見ている人がいます。別の日には、教会のお掃除をする人、週報を

作る人もいます。礼拝に人が集まる時は、受付をする人や、礼拝後の食事の用意をする人もいます。

学校や幼稚園でも、いろんな係がありますね。日直さん、給食当番さん、掃除当番さん・・・ほかにも

いろいろあるかもしれません。それを先生が全部やっていたら、先生は、みんなの勉強の準備ができ

なくなってしまいます。教会でも、牧師先生が教会の御用を全部していたら、とても大変です。 

 さっき読んだ聖書の箇所には、2千年前の、最初の教会のことが書いてありました。十字架にかけられ

たイエス様が死んで葬られ、3 日目によみがえり、やがて天に昇られました。その後、お弟子さんたち

に聖霊を送ってくださり、お弟子さんたちは、イエス様のことを人々に伝える働きをしました。その

時できたのが、最初の教会です。お弟子さんたちの話を聞いて、多くの人々が神様を信じるようにな

り、教会に集まってきました。そこでは、みんなで食べ物やお金を持ち寄り、一緒に生活しながら、毎

日熱心に礼拝を捧げていました。ところが、困ったことが起きたのです。教会では、神様に選ばれた

12 人の使徒、と呼ばれるお弟子さんがみんなのお世話をしながら、礼拝を捧げ、神様のことばを伝え

たり祈ったりしていましたが、ある時、食べ物のことで、争いが起こりました。「私たちには、少しし

か食べ物が来ない」「あの人たちはたくさんもらっていて、不公平だ」と、使徒たちに訴えました。「わ

かったわかった、じゃあもう少し分けてあげましょうね」などと、あっちこっちの言い分を聞きなが

らお世話をしているうちに、使徒たちはへとへとになってしまいました。これでは、礼拝の準備も十

分に出来ません。そこで使徒たちは、教会のみんなに集まってもらいました。「みなさん、聞いてくだ

さい。私たちは、イエス様から、大事な御用をするように言われました。それは、神様のことばを皆さ

んに伝えること、神様にお祈りし、礼拝を捧げることです。それが、教会で一番大切なことです。この

まま食事のお世話や相談に乗っていると、その一番大切なことが十分できなくなってしまいます。そ

こで皆さんにお願いがあります。みなさんの中から、教会のために働いてくれる人を 7 人、選んでく

ださい。その人たちに、食事のことや困っている人のお世話をお願いすることにしましょう。そうし

て、みんなで愛し合い、助け合う教会にしていきましょう。」集まった人たちは賛成し、自分たちの中

から 7 人を選びました。その人たちは、教会の中のいろんな御用をし、使徒たちが、いちばん大切な

御用をすることができるように、助けました。 

 教会の中の御用は、どれも大切ですが、いちばん大切なのは、神様のことばを集まった人たちに伝え

ること、神様にお祈りすることです。教会は、『イエスさまが私たちの救い主である』ということを世

界中の人々に伝えるために建てられました。教会で、神様のことばを聞くことは、私たちの生活の中

で、とても大切なことです。毎週、教会で神様のことばを聞いていると、他の人に対してついいやな

気持ちになった時（言われたことに腹が立ったりした時）、言い返したり仕返ししたりするのではなく、

相手のためにお祈りすることができるようになります。とても悲しくなった時、一人で泣いているの

ではなく、「神様助けてください」と祈ることができるようになります。ですから、一人でも多くの人

に神様のことばを伝えることが、大切なんです。 

 一日も早く、CS のみんなと教会で礼拝できるよう、祈っています。 

 

お祈り 

  神様、日曜日の朝、礼拝の時を持つことができ、ありがとうございます。私たちにくださった神様

のことばを、毎日の生活の中で思い出して、困ったときは助けてくださいとお願いし、うれしい時は

ありがとうと感謝することができますよう、いつも私たちを見守っていてください。CS のお友達一人

一人の心と体の健康を守ってください。 

イエス様のお名前を通してお祈りします。アーメン。 

＜久保島 郁子＞ 

 

 


